
 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康意識を高め、健康寿命と平均寿命の差を縮めることが目標です。 
・定期的に健康診断を受けましょう 

・社会参加をしましょう 

・孤独にならず地域と繋がりましょう 

・運動、栄養、口腔が大切です 

 

 
ささえりあ三和は熊本市の委託を受け、「城山・高橋・池上」校区にお住まいの方々を担当しています。 

令和 7年度第 1号 

 

2030 年には少子化による労働人口の減少や日本全体の人口減少が顕著になり人材不足が深

刻化します。2040 年には「団塊ジュニア世代」が高齢者となり日本の高齢者人口が約 35％を

占める予測となっています。2050 年にはさらに高齢化が進み地方の過疎化が懸念されます。 
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 2025 年問題とは、国民の 3 人に 1 人が 65 歳以上、5 人に 1 人が 75 歳以上、いわゆる「団

塊の世代」800 万人全員が 75 歳以上の後期高齢者になり、超高齢化社会が訪れることで生じる

様々な影響のことを言います。具体的には 

・高齢者人口の増加→高齢者世帯数の増加（一人暮らし、老老世帯）  

・認知症高齢者数の増加→今後は急速な増加が見込まれている。  

・多死社会→年間死亡率の増加 

・社会保障費の負担増加→働き手の減少 

 そこで、国は要介護状態になっても住み慣れた地域で自分らしく暮らせるよう住まい・医療・

介護・予防・生活支援を一体的に提供する「地域包括ケアシステム」の構築を目指しています。 

 

 

健康寿命の延伸ができれば・・・ 

1.介護を受ける期間が短くなり、生活の質向上が見込めます!! 

2.社会保障制度の持続可能性を高めることが出来ます!! 

3.高齢者が地域で活躍することで、地域を支える力が強化されます!! 

  

 

在宅ケアの強化、病気の予防・早期治

療がおこなわれ、結果として社会保障

費の削減が実現されます。医療、介護、

福祉、住まいなど複数のサービスの連

携が促進されることでサービスの重複

が少なくなり社会保障費負担を軽減す

ることが出来ると期待されています。 

地域包括ケアシステムが機能すると 

 

 

生活習慣を整えましょう 


